＜ 遺品整理士養成講座　レポート回答用紙 ＞
	氏　名
	

	 所属先（企業名）
	


※ 所属先がない（無職など）の場合は、空欄にせず、その旨をご記載ください。

語句問題、理論・スキルに関する問題　（解答用紙）

・次にある設問１～８に答えなさい





・下記の注意事項をよく読んでから設問に答えなさい


	注 意 事 項

	■ 設問１、２は、内容はわかりやすく、簡潔に答えること。

■ 設問３はそれぞれの業者の役割がわかるように答えること。

■ 設問４は設問の事態が起こった場合、どのように対処するかを説明すること。
■ 設問５、６はそれぞれの問題・法律について、端的に説明すること。
■ 設問７は個々が思う想いを２題とも答えること。




■ 設問８は概要の流れをわかりやすく、簡潔に答えること。


	設問　１
	次の問いに答えなさい。


（１）遺品整理業務は、どのような業務を指しますか。
あなたが思う“遺品整理業務”について、答えなさい。
	


（２）遺品整理において、供養が必要とされていますが、供養はなぜ必要とされているの
でしょうか。端的に答えなさい。
	


（３）一般廃棄物と産業廃棄物の違いはどこにありますか。
	


（４）見積りを取る際、気をつけなくてはならないことには何がありますか。
例を一つ挙げ、その理由も答えなさい。





	


（５）遺品整理業務を請負うにあたっては、多くのご依頼を受けることになりますが、ご
依頼者の要望を受ける際に、気を付けなければならないことには何があるでしょう
か。注意事項を一つあげ、その理由について、端的に答えなさい。
	


（６）運送業と一般廃棄物の運搬との違いについて、簡単に答えなさい。


	


（７）遺品とご不要物との違いについて、簡単に答えなさい。
	


（８）ご遺族より、お部屋のご供養をご依頼された場合の対処として、考えられることを
１例あげ、簡単に答えなさい。
	


（９）遺品整理業務を行っていくにあたって、行政機関との関わりをきちんと持つことが
重要ですが、その理由を簡単に説明しなさい。
	


（１０）遺品整理業と法規制との関わりについて、簡単に説明しなさい。

	


（１１）未婚者や子どものいない家庭の増加と、遺品整理業との関係性について、簡単に
まとめなさい。

	


（１２）相続放棄する家庭の増加と、遺品整理との関係性について、簡単にまとめなさい。
	


	設問　２
	次の問いに答えなさい。


（１）「一般廃棄物収集運搬許可」について、簡単に説明しなさい。

	


（２）「リサイクル」について、説明しなさい。




	


（３）「遺品の不法投棄」の問題について、簡単に説明しなさい。


	


（４）「古物商許可」について、説明しなさい。



	


（５）「お焚き上げ」について、説明しなさい。




	


（６）「個人情報の取り扱い」について、説明しなさい。

	


（７）「核家族化」について、説明しなさい。


	


（８）「高齢者の孤立」について、説明しなさい。




	


（９）「孤立死」について、説明しなさい。





	


（10）「セルフ・ネグレクト」について、簡単に説明しなさい。


	


	設問　３
	次の関連する名称について、簡単に説明しなさい


（１）地方自治体
	


（２）リサイクル業者
	


（３）運送業者








	


（４）消臭・消毒業者








	


（５）廃棄物処理業者

	


（６）リフォーム業者






	


（７）葬儀社









	


（８）清掃業者（ハウスクリーニング業者）





	


	設問　４
	次のご依頼が来た場合の対処法について、簡単に説明しなさい。


（１）個人情報の処理
	


（２）お焚き上げの依頼




	


（３）故人の保険手続き







	


（４）
故人の銀行口座手続き







	


	設問　５
	我が国における、次の社会問題について、簡単に説明しなさい。



（１）少子高齢化








	


（２）自殺の増加








	


（３）貧困問題（生活保護）






	


（４）出生率









	


	設問　６
	次の法規制について、簡単に説明しなさい。


（１）
古物営業法
	


（２）
廃棄物処理法
	


（３）
家電リサイクル法
	


（４）
道路運送法
	


	設問　７
	次の問いに答えなさい。


○ 遺品整理を行うにあたって、必要な“心”とは、何があると思いますか。
あなたの思う、業務にあたり心構えとして、持っておく必要がある心とは何かについて、
答えなさい。









	


○ 遺品整理業への需要の高まりには、“孤立死”の問題が大きく関係しています。
孤立死が社会問題化している理由を簡潔にまとめなさい。



	


	設問　８
	次の問いに答えなさい。


（１）　ご遺族からご依頼を受けた後の業務の流れについて、簡単に項目ごとにまとめて答えなさい。
	


事例演習に関する問題　　（解答用紙）
それぞれのケースにおいて、
・ご遺族から、ご依頼の対応を依頼された場合の対処について、まとめなさい。
	要点をまとめる際のポイント

	■ ご遺族のお気持ちを第一に考え、配慮した対応を考える。



■ 相手の問題や状況を理解し、相手の感情に敏感に反応する。


■ 誠実さがあり、敬意・感謝の心が込められた応答がなされている。


■ 相手が自分自身を素直に見つめられるような配慮がされていて、相手が自分から
気持ちを打ち明けることが出来る。


	設問　１
	「判断にこまったときには・・・」


	


	設問　２
	「ご不要物を処理してほしい・・・」


	


	設問　３
	「遺品を供養してほしいのですが・・・」


	


	設問　４
	「においが気になるので・・・」


	


	設問　５
	「亡くなった方の部屋を・・・」


	


